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9.	
 	
 研究実績の概要	
 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した	
 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立	
 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。	
 

	
 表皮組織内の色素細胞で産生されたメラニン色素は、隣接する角化細胞へと輸送されることで表皮
に沈着して全身に色を与え、紫外線防御などの機能を果たす。申請者は、独自に立ち上げた表皮内ラ
イブイメージング法を用いて、色素細胞内で合成された色素顆粒（メラノソーム）が、色素細胞の細
胞膜に包まれて角化細胞に輸送されることを初めて明らかにした。本研究では申請者の観察結果に基
づき、色素輸送メカニズムの解明を目指して１)膜小胞が色素細胞から出芽するメカニズム、２)膜小
胞が放出されるメカニズム、そして３)膜小胞が角化細胞に輸送されるメカニズム、の３過程の分子
メカニズムを明らかにする。	
 
	
 本年度は、交付申請に記した通り、これらの３過程のうち1)	
 膜小胞が色素細胞から出芽するメカ
ニズムについて解析を行った。申請者は、はじめに正常な色素細胞における膜小胞の出芽頻度を統計
的に解析し、機能解析を行うための基盤を整えた。次に、研究実施計画に則り、色素細胞内における
メラノソーム輸送と出芽の関係を探るために、細胞内輸送を停止させるなどの操作を行い、膜小胞の
出芽に及ぼす影響を調べた。この結果、メラノソームの細胞内輸送を停止させた場合においても、出
芽が抑制されないことが分かってきた。そこで次に、細胞骨格を制御する因子に注目して出芽メカニ
ズムの探索を行った。この結果、低分子量Gタンパク質（RhoA）の機能を阻害することにより、膜小
胞の出芽が抑制されることが明らかとなった。加えて、RhoAの下流分子であるRockの阻害においても
出芽抑制が観察された。以上、本研究期間内に膜小胞の出芽メカニズムの一端が明らかとなった。	
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